
 

教科目標 
 

作業療法士科 

 

養成目的 

自ら考え行動できる自律した作業療法士を育成する 

  

障害を持っている人や高齢者が、生活する上で抱えている問題を多角的に支援する専門職が作業療法士

です。作業療法士に必要な知識や技術は何なのかを考え、自ら学修する習慣を身につけます。また障害

者・高齢者のリハビリテーションのため保健・医療・福祉の場において自分たちは何ができるのかを問

いかけ、その解決に向け行動できる資質を身につけます。その過程を通して、実践の場で役に立つ知識

や技術を身につけます。 

 

 

取得目標資格 
１． 作業療法士 

 

 

就職分野 
１． 病院（一般病院・大学病院・精神科病院など）、診療所、リハビリテーションセンター 

２． 介護老人保健施設、デイケアセンター 

３． 特別養護老人ホーム 

４． 訪問看護ステーション 

５． 肢体不自由児施設 

６． 市町村保健・福祉センタ－ 

７． その他 

 

 

職種 
１．作業療法士（ＯＴ＝Occupational Therapist） 

 


